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●●●ひさびさの登場

久しぶりにこの連載の第1回と第2回を担

当した私（ひで松）の登場です。さて私の近

況はというと、パソコン通信ユーザーとして

は至難の道のりであったNetscapeのセット

アップが1か月前にようやく完了し、毎日ネ

ットサーフィンを楽しんでいます。

しかし結構いろいろなホームページがみ

つかりますねぇ。あぶないホームページやら

奇妙なホームページやら、どう考えても著

作権上問題があるホームページやら。

でもって、いつのまにかNetscapeのブッ

クマークで私が「adult」と名付けたヘッダ

ーの下にはたくさんのランジェリーショップ

のリストが……。（^_^;）

さて今月は、ym氏（宮下弁護士）と私

の二人が登場して、著作権の問題と意匠の

問題について考えてみましょう。

●●●アイコンは意匠になるか？

最初は、小泉さんのご質問です。はじめ

にym氏に著作権法および不正競争防止法

に関して回答してもらい、その後で私が意

匠権についてコメントします。

Q.

Webのページに使用するアイコンキャラク

ターについての質問なのですが、Windows

3.1で使用されるプログラムマネージャのア

イコン（たとえば、ファイルマネージャなら

ファイル棚の絵柄だったり、プリントマネ

ージャだったらプリンターの絵柄だったり）

にも、著作権法が適用されるのでしょう

か？　それとも、これは、「工業上利用で

きる意匠」になるのでしょうか？　また、

工業上利用できる意匠だとすると、作成者

の許諾を得ることなく自由に使用できるの

でしょうか？

A.

アイコンのデザインはかなりシンプルなも

のが多いですが、一定のファンクションを

わかりやすく表現するためにはどのような

デザインが適当であるのかという観点から

いろいろと創意工夫がされて作られていま

す。その開発にはかなりの手間暇がかけら

れており、また開発費用も相当費やされて

います。

そこで、アイコンのデザインも技術的思

想の「創作的表現」と考えられる余地は十

分あり、その場合には著作権法によって保

護されることになります。しかし、一定の

ファンクションをわかりやすく表現する方

法というのはそれほど多くはないので、誰

が作っても似たようなものになる場合も

多々あります。そこで、アイコンのデザイ

ンについて著作権侵害の問題はあり得ると

しても、それはまったくのデッドコピーに近

いものか、あるいは極めて類似している場

合などに限られてくるのではないかと考え

られるのです。

著作権の次に問題になるのが、不正競争

防止法です。

たとえば、ユーザーに広く知られている

A社のアイコン（またはそれと類似するア

イコン）をB社が無断で使った場合には、

A社の製品とB社の製品とが誤認混同され

たりA社とB社との関係に関して誤認混同

が生じたりすることが考えられます。この

ような場合には、B社はA社のグッドウィ

ル（つまり、営業上の信用力のようなもの）

にただ乗りしてアンフェアな競争をしてい

るものと見なされ、不正競争防止法上、差

し止めや損害賠償の責任を負うことになる

わけです。また、A社のGUIをB社が模倣

した場合などには「商品形態の模倣」をし

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
の

知
的
所
有
権
入
門

ネットワーク知的所有権研究会
●

弁理士　松倉秀実
Hidemi Matsukura

●

弁護士　宮下佳之
Yoshiyuki Miyashita

第9回

みんなで作ろうホームページその2

意
匠
っ
て
な
ん
だ
？
？

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET MAGAZINE 1995/11 167

ていることを根拠として、同じく不正競争

防止法上の不正競争行為に該当するもの

とされる可能性もあるのです。

ただし、著作権にしても、不正競争防止

法にしても、実際に問題とすることができ

るのはごく限られた場合ですので、アイコン

を意匠として意匠法上の意匠登録をしよう

という動きもでてきています（以上ym氏）。

さて、ym氏の回答をご覧いただければ

わかるのですが、アイコンというごく限ら

れた小さいエリアでその機能を端的に表す

ためのデザインでも、著作権が成立する余

地はあります。これは俳句のような短い文

章にも著作権が発生するのと似ています。

しかし、アイコンはマウスなどのポインティ

ングデバイスでそれが指定されることによ

り実現される機能を端的に表したものです。

著作権法では伝統的な文芸著作物に較べ

て機能的な表現物は一般に創作性が低い

とみられています。アメリカ著作権法で必

要なオリジナリティよりももっと高度な創

作性（クリエイティビティ）が必要とされ

ている日本の著作権法では、アイコンのデ

ザインを著作権法で保護するのは難しいと

いう考え方も出てきます。ym氏も説明し

ておられるように、不正競争防止法での保

護が適切かもしれません。

それでは意匠ではどうでしょうか？　ア

メリカでは一時期アイコンをデザイン特許

として登録を許可していた時期があります。

日本の現在の意匠法では、液晶画面など

で固定的に表示されるマークについてはこ

れを物品のデザインの一部として登録を認

めています。しかしパソコンの画面上に任

意の位置に表示されるアイコンについては

現在のところ登録を認めていません。

意匠法改正の動き

ところで、最近のニュースでは画面上の

情報の配置の仕方についても意匠登録が認

められる方向に動いているようで、近い将

来アイコンについても意匠登録ができるよ

うになるかもしれません。しかし、ここで

考えなければいけないのは物品との関係で

す。物品を離れて意匠は存在しませんが

（このことについては、後で詳しく説明しま

す）アイコンの意匠を認めた場合、その物

品は一体何になるかという問題が残ります。

具体的に言えば、アイコンの意匠登録を

受けた場合、他人がそのアイコンと同じま

たは類似したアイコンを表示するソフトを

フロッピーディスクに入れて販売していた

とします。この場合、そのソフトをフロッ

ピーディスクからパソコン側にインストール

して初めてそのアイコンが画面上に表示さ

れることになるわけです。そうしたら、ア

イコンの意匠権者は最終需用者の所有する

個々のパソコンを侵害物品として差し押さ

えることになるのでしょうか？　また、そ

のソフトが格納されたフロッピーディスク

を間接侵害品として差し押さえることがで

きるのでしょうか？

WWWサーバーにそのアイコンが登録さ

れている場合には話はもっと複雑です。需

用者はNetscapeなどのブラウザを通じてサ

ーバーから画像データとして送られてくる

アイコンを表示させるわけですが、その送

信元（WWWサーバー）は外国にあるという

場合です。今のところ著作権を除く他の知

的所有権（特許、実用新案、意匠、商標）は

国ごとに権利を申請して登録を受けなけれ

ばならず、ある1つの国で権利を取得して

もそれは他の国に影響しません（多少の例

外はありますが）。したがって、アイコンにつ

いて日本で意匠登録を受けられるようにな

ったとしても、外国にあるアイコンを送信し

てくるサーバーを日本の意匠権の侵害であ
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るとして差し止めることは事実上難しいの

ではないでしょうか。インターネットのような

通信回線を経由して需用者のパソコン上に

情報を表示することまで考慮して意匠法が

改正されるのならばよいのですが……。

次に、先月ym氏がとりあげた三谷さんの

ご質問に、もう一度登場して頂きましょう。

●●●意匠からみた本物のデザインと
模型のデザイン

Q.

近々、個人のアカウントを取得し、仲間を募

って「On line 模型作品展示会」をやってみ

たいと考えています。そこで質問があります。

プラモデルの箱に版権使用許諾（？）のシー

ルが貼ってあることがあります。テレビ番組

のキャラクターなどです。また、F1のレーシ

ングカーや私鉄の電車にも版権に相当する

ものが存在すると聞いています。これらを

買った人が組み立てた作品にも、版権はつ

いて回るのでしょうか。とくに、不特定多

数の人に向けてWWW で公開する場合は

許可を得たりする必要があるでしょうか。

A.

版権および商品化権の問題については、

誰の許諾が必要かという点について前号で

my氏が丁寧に説明してくださっています。

今回はWWWのホームページ上で展示され

る模型の意匠の問題をお話ししましょう。

いきなりですが、意匠法というのはどう

いう法律でしょうか？　意匠法は物品の外

観のデザインを保護する法律です（あっさ

り！！）。意匠法第2条第1項には「この法

律で『意匠』とは、物品の形状、模様若

しくは色彩又はこれらの結合であって、視

覚を通じて美感起こさせるものをいう」と

規定されています。

つまり、物品の美的な外観はそれ自体で

著作権と同様に美的な創作物であるので、

保護する必要があるとともに、これが消費者

の需要を喚起することから登録制度を作っ

て権利を安定的に付与することにしたわけで

す。

意匠は物品のデザインに関するもの

まず大事なことは、意匠として保護され

るのは「物品」に関するものということに

なります。さてここで「物品」とは一体何

を指すのでしょう？　意匠法の「物品」と

は有体物である動産であり、単独で取引の

対象となる物を指すとされています。

有体物とは無体物に対比されるもので、

たとえばガスや電気などは除外されます。

また有体物であっても土地や建物のような

不動産は物品ではないとされています。

つまり、市場に流通している物品の外観

のデザインが優れていると、それが見る人

の美感に訴えかけて需要を喚起することか

ら、市場流通の場面でこれらの機能を発揮

できるモノが物品といえるわけです。

このことから、意匠は物品と一体不可分

でなければならず、物品を離れた意匠は存

在しないわけです。また、物品が異なれば

意匠も異なるという原則も出てきます。

少し説明が長くなりましたが、要するに

意匠は物品ごとに成立するものであり、特

許庁に出願するときにも権利を取得したい

物品を明確にしなければなりません（意匠

法第6条第4号）。とすると、自動車会社

が新しいデザインのスポーツカーを発売す

るときは、意匠登録出願にあたって「自動

車」を物品と願書に明記して特許庁に出願

することになります。
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自動車の意匠とその模型の意匠とは別

そして審査の結果、この自動車に関する

意匠登録が認められた場合には、その権利

はあくまでも自動車を物品とする範囲およ

びその類似物品の範囲に限られることにな

ります。簡単に言えば「自動車」について

意匠権を確保しておいても、その権利はそ

の自動車の「模型」（プラモデル）には及

ばないことになります。もし自動車会社が

新しいスポーツカーのデザインについて模型

（プラモデル）についても意匠権を確保して

おきたいのならば、物品を「模型」と指定

して意匠登録出願を行っておかなければな

らないわけです。意匠法上はプラモデルメ

ーカーではない自動車会社が「模型」につ

いても意匠権を確保することに問題はあり

ません。

さて、前回の連載でym氏が説明して下

さったように、WWWで模型の展示会を行

う場合に許諾を求める先は、その実物の権

利者であったり、模型メーカーであったり

とさまざまです。

さらにその模型が組み立て段階でデフォ

ルメ（変容）されている場合には、組立者

個人の許諾を得る必要も出てくるでしょう。

しかし、意匠に関しては基本的にその模

型について成立している意匠権の権利者に

ついてだけ許諾を受ければよいことになり

ます。そのためにはその模型について意匠

権が成立しているかどうかを調べる必要が

あります。ただしこれは多くの場合、著作

権者のいずれかが模型の意匠権も持ってい

るでしょうから、著作権使用の許諾を受け

る過程で意匠の問題についても解決がつけ

られるでしょう。

どのようなことをすると意匠権侵害？

ところで、模型に意匠権が成立している

場合、どのような行為を行うとその模型の

意匠権の侵害になるのでしょうか？

意匠権の効力は、「業として登録意匠等

の実施をする権利を専有する」ことです

（意匠法第23条）。反対に言えば、他人の

意匠を業として実施した場合には意匠権侵

害になるということです。ここで「実施」

とは何でしょう？　法律では「意匠に係る

物品を製造等したり、譲渡若しくは貸渡の

ために展示等する行為」とされています

（意匠法第2条第3項）。つまり、模型の販

売はもちろん、販売目的で模型を展示する

ことも意匠権を侵害することになります。

ところでWWWでの展示が法律上の「展

示」といえるかどうかは議論があるかもし

れませんが、結局は販売目的で模型展示会

をWWWで開くと、これは意匠権侵害にな

ると言えそうです。

しかし、三谷さんのご質問のように、そ

の模型の展示会が仲間内での自分の作品を

自慢しあうという性格のものであれば、「業

として」の実施になりませんので、これは

意匠の問題は考えなくてもよいことになる

でしょう。（ここまでゴチャゴチャ言ってお

いてこれが結論とは (^_^;) ）

さあ、私（ひで松）の担当はここまでで

す。ところで、最近ではインターネットの

気の利いたドメインネームをわれ先に登録

してしまう人がいて、そのネーミングにつ

いての本来の商標権者がインターネット上

での自社のドメイン名として使えなくなっ

たり、ドメイン名が実存の会社名や商品名

と紛らわしくて混同を起こすという事態も

出てきたりしているようです。このような

商標の質問がありましたらまた登場する予

定です（暗に質問を強要しているヤツ）。
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